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授業科目名  生命医療倫理学講義、生命医療倫理学演習、生命医療倫理学実習 

(英語表記)  （Lecture of Biomedical Ethics, Seminar of Biomedical Ethics, Practical training of  Biomedical 

Ethics） 

統括責任者  今泉 聡 

 

担当教員名  今泉 聡 

（講義担当者は次頁参照、演習・実習は毎回全員） 

 

授業の概要 

  

これまでの哲学、倫理学の歴史と理論、最新の倫理理論を学び、実地での応用を目指す。生命倫理、医療倫理、

研究倫理における様々な問題事例に関して調査し、考察し議論することにより、知識だけではなく考え方を学ぶ。

本専攻科では分野横断的な知を修得する。学んだ内容は研究の領域だけではなく、どのように生きるかとも関係

しており、医療や日常生活における様々な場面で応用が可能である。 

 

 

授業の到達目標等 

  

① 倫理理論、原則について説明できる。 

② 医療行為に関する倫理と法について説明できる。 

③ 医療資源の配分、臓器移植、終末期医療、生殖医療等の倫理的側面について理解し、討論ができる。 

④ 多面的な視点から思考し、議論することができる。 

⑤ 様々な事例において、哲学倫理学の理論をもとに、自らの意見をまとめることができる。 

⑥ 研究成果の学会発表ができ、論文を作成することができる。 

⑦ 研究倫理を理解し、実践することができる。 

 

 

成績評価基準及び方法 

  

〇各授業に関する課題を、討論及びプレゼンテーション、レポートによって評価する。 

 

〇評価の方法 

討論（30%） 

 プレゼンテーション（30%） 

 課題レポート（40%） 

 

 

テキスト及び参考文献 

  

① 現実をみつめる道徳哲学（晃洋書房） 

② ニコマコス倫理学（光文社） 

③ 入門・医療倫理 I ・Ⅱ・Ⅲ（勁草書房） 

④ 実践・倫理学（勁草書房） 

⑤ 必要に応じて、資料等を別途配布する。 

 

 

履修上の留意点、事前・事後学習等指導: （各回の事前・事後学習は、２時間を目安とする。） 

 

〇能動的に授業に参加することが必要である。 

〇あらかじめ参考文献、参考図書を読み、理解を深めておく。 

〇授業で学んだ内容を、自らの研究や医療、生活にいかに応用できるかを常に考えること。 
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